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イ
タ
リ
ア
の

「
デ
ザ
イ
ン
」
教
育

平
井
直
子
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． 
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「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
外
来
語

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
教
育
は
、
つ
い
最
近
ま
で
主
と
し
て
大
学
の
建
築
学
部
が
担
っ
て
き
た
と
い
う
事
実
は
、
折
に
触
れ
、

小
さ
な
驚
き
を
伴
っ
て
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
多
く
の
著
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
輩
出
し
て
き
た
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
に
お
い
て
、
「
デ
ザ
イ
ン

学
科
」
と
名
の
つ
く
学
科
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
実
に
一
九
九

0
年
代
以
降
の
こ
と
だ
。
こ
の
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
英
語
は
、
イ
タ
リ

ア
で
も
英
語
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
。
「
デ
ザ
イ
ン
」
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
と
い
う
英
語
は
、
現
代
イ
タ
リ
ア
語
で
は
、
英
語
と
同
じ
ス
ペ

ル
、
発
音
の
ま
ま
男
性
名
詞
の
イ
タ
リ
ア
語
と
し
て
常
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
外
来
語
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
ま
ず
押
さ
え
て
お
き

た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
言
菓
が
外
来
語
で
あ
る
と
い
う
こ
の
事
実
こ
そ
が
、
イ
タ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
と
デ
ザ
イ
ン
教

育
の
特
殊
性
を
語
る
上
で
、
お
お
い
に
示
唆
的
な
出
発
点
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。
な
ぜ
イ
タ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
え
ば
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
名
が
先
に
立
つ
の
か
。
ど
う
し
て
イ
タ
リ
ア
ン
・
デ
ザ
イ
ン
の
市
場
価
格
は
高
い
の
か
。
こ
う
し
た
素
朴
な
疑
問
も
、

ら
の
小
論
に
お
い
て
、
少
し
ば
か
り
解
消
さ
れ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
英
語
は
、
産
業
革
命
以
降
、
大
量
生
産
の
時
代
に
見
合
っ
た
言
葉
と
し
て
、
徐
々
に
使
わ
れ
る
機
会
が
増
え
、

英
国
か
ら
世
界
的
に
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
工
業
生
産
、
大
量
生
産
の
た
め
の
複
製
に
適
し
、
流
通
も
容
易
な
マ
ス
・

プ
ロ
ダ
ク
ト
に
は
、
ど
の
よ
う
な
形
態
や
造
形
が
適
し
て
い
る
の
か
。
マ
ス
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
は
原
型
が
必
要
で
あ
る
。
企
業
、
あ
る
い

は
国
と
い
う
組
織
が
、
「
大
衆
」
に
対
し
て
、
商
品
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
広
告
を
世
に
広
く
出
し
て
い
く
た
め
の
頭
脳
、
そ
し
て
そ
れ
を

現
実
化
す
る
た
め
の
推
進
力
、
実
行
力
な
ど
、
そ
う
い
っ
た
も
の
す
べ
て
含
め
た
原
型
作
り
、
そ
れ
こ
そ
が
「
デ
ザ
イ
ン
」
の
近
代
的
な

意
味
で
あ
る
。

単
純
に
図
式
化
す
れ
ば
、
芸
術
が
「
一
個
人
」
対
「
一
個
人
」
と
い
う
構
造
の
中
で
働
き
か
け
る
の
に
対
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
は
「
集

団
」
対
「
集
団
」
と
い
う
構
造
の
中
に
あ
る
。
前
者
は
「
文
化
（
カ
ル
チ
ャ
ア
）
」
、
後
者
は
「
文
明
（
シ
ヴ
ィ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
」
を
背
景
に

持
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
の
は
、
仏
文
学
者
の
栗
田
勇
だ
っ
た
可
〕
。
日
く
、
「
文
化
」
は
芸
術
を
、
「
文
明
」
は
デ
ザ
イ
ン
を
。
英
語
の

J

れ
か
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先
日
、

「
文
明
civilization
」

歴
史
的
に
見
て
、

は
「
都
市
city
」
を
内
に
含
ん
で
い
る
。
「
都
市
」
の
誕
生
と
発
展
が
あ
っ
て
こ
そ
、
「
文
明
」
と
い
う
の
は
成
り

立
っ
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
は
、
そ
の
文
明
を
背
景
に
し
た
、
芸
術
と
は
別
の
次
元
の
現
象
で
あ
る
。
こ
う
栗
田
が
述
べ
た
の
を
、
私
は

「
デ
ザ
イ
ン
」
定
義
に
お
け
る
稀
に
み
る
慧
眼
だ
っ
た
と
思
う
。
故
に
こ
こ
で
は
、
「
デ
ザ
イ
ン
」
は
近
現
代
文
明
の
中
で
生
ま
れ
る
べ
く

し
て
生
ま
れ
た
新
し
い
概
念
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
立
脚
点
と
し
、
稿
を
進
め
て
い
き
た
い
。

と
こ
ろ
が
、
「
イ
タ
リ
ア
」
を
語
る
際
に
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
以
来
、
「
芸
術
家
」
の
誕
生
を
担
っ
た
イ
タ

リ
ア
に
お
い
て
、
現
代
に
お
い
て
も
個
人
で
し
か
成
し
得
な
い
「
芸
術
」
を
尊
ぶ
意
識
は
非
常
に
強
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
は
、

イ
タ
リ
ア
の
近
代
化
が
他
国
に
遅
れ
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
、
お
お
い
に
原
因
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
イ

タ
リ
ア
の
「
近
代
」
は
、
今
で
も
ル
ネ
サ
ン
ス
で
あ
り
、
産
業
革
命
以
降
が
も
う
「
現
代
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え

ば
、
こ
と
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
他
国
で
啓
蒙
主
義
時
代
と
呼
ば
れ
る
「
近
代
」
の
影
は
薄
く
、
あ
た
か
も
欠
落
さ
え
し
て
い
る
か
の

よ
う
に
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。

一
九
八

0
年
代
の
デ
ザ
イ
ン
運
動
を
代
表
す
る
「
メ
ン
フ
ィ
ス
」
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
ミ
ケ
ー
レ
・
デ
・
ル
ッ
キ
M
i
c
h
e
l
e
d
e
 

L
u
c
c
h
i
 
(
一
九
五
―
|
）
と
深
澤
直
人
の
対
談
を
聞
い
た
§
。
こ
の
と
き
会
話
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
が
、
ミ
ケ
ー
レ
・
デ
・
ル
ッ
キ

が
「
デ
ザ
イ
ン

d
e
s
i
g
n
」
と
い
う
英
単
語
を
や
は
り
イ
タ
リ
ア
語
と
し
て
使
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
に
加
え
、
「
デ
ザ
イ
ン
」

の
説
明
に
際
し
、
「
ア
ル
テ
ィ
ジ
ャ
ナ
ー
ト

a
コigianato
」
と
い
う
イ
タ
リ
ア
語
を
頻
発
し
て
い
た
こ
と
だ
。
「
ア
ル
テ
ィ
ジ
ャ
ナ
ー
ト
」

は
、
「
手
仕
事
」
「
手
工
芸
」
の
意
味
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
製
造
技
術
が
進
み
、
新
し
い
素
材
が
生
ま
れ
た
と
し
て
も
、
ど
こ
か
に
「
ア
ル

テ
イ
ジ
ャ
ナ
ー
ト
」
の
部
分
は
残
っ
て
い
く
、
と
い
う
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
と
思
う
。
ア
ル
ミ
製
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
工
業
製
品
で
あ
る
卓

上
照
明
器
具
《
ト
ロ
メ
オ
》
を
世
に
送
り
出
し
た
こ
と
で
最
も
評
価
さ
れ
て
い
る
ミ
ケ
ー
レ
・
デ
・
ル
ッ
キ
が
、
で
あ
る
。

以
前
、
デ
ザ
イ
ン
雑
誌
『
ド
ム
ス

d
o
m
u
s
』
を
め
く
っ
て
い
て
、
あ
る
頁
に
膨
大
な
数
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
の
名
前
と
連
絡
先
が
列
記

し
て
あ
る
の
を
見
て
途
方
に
暮
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
国
だ
か
ら
こ
そ
、
毎
年
春
に
行
わ
れ
る
「
ミ
ラ
ノ
・
サ
ロ
ー
ネ
S
娑
o
n
e
del 

M
o
b
i
l
e
 di M
i
l
a
n
o
」
に
際
し
て
、
郊
外
に
位
慣
す
る
会
場
「
フ
ィ
エ
ー
ラ
・
ミ
ラ
ー
ノ
Fiera
M
i
l
a
n
o
」
の
広
大
な
ス
ペ
ー
ス
が
す
べ

て
家
具
で
埋
ま
る
ば
か
り
か
、
会
場
外
で
も
家
具
が
展
示
さ
れ
、
フ
ィ
エ
ー
ラ
以
上
に
盛
り
上
が
る
「
フ
ォ
ー
リ
・
サ
ロ
ー
ネ
F
u
o
r
i

S
a
l
o
n
e
」
ま
で
展
開
さ
れ
る
の
も
頷
け
る
。
イ
タ
リ
ア
、
特
に
北
部
に
は
、
小
規
模
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
が
無
数
に
あ
り
、
各
々
が
独
自
の

., 
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技
術
と
人
脈
で
製
品
を
生
み
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

シ
ー
ナ
の
息
子
た
ち
」
と
い
う
名
前
で
設
立
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
と
チ
ェ
ー
ザ
レ
と
い
う
二
人
の
兄
弟
よ
る
家
族
経
営
の
小
さ
な

工
房
と
し
て
出
発
し
た

9
。
家
族
経
営
の
商
社
も
多
く
、
各
々
で
製
造
の
方
法
や
理
屈
は
一
様
で
は
な
く
、
製
品
は
工
場
生
産
と
は
い

え
大
量
に
は
で
き
な
い
か
ら
、
単
価
が
安
く
な
る
訳
は
な
い
。
イ
タ
リ
ア
ヘ
向
け
る
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
で
も
何
で
も
な
く
、
い
わ
ば
「
エ

房
」
の
よ
う
な
会
社
が
現
代
も
多
数
存
在
し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
実
情
に
近
い
。

今
も
っ
て
イ
タ
リ
ア
と
い
う
国
は
、
現
代
文
明
と
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
人
文
主
義
（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
と
の
共
存
と

い
う
矛
盾
を
抱
え
続
け
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
現
代
の
「
デ
ザ
イ
ン
」
が
生
み
出
さ
れ
る
土
壌
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
し
か

し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
イ
タ
リ
ア
ン
・
デ
ザ
イ
ン
は
独
特
の
重
み
を
放
っ
て
、
魅
力
的
で
、
目
新
し
く
も
映
る
の
で
あ
る
。

「
集
団
」
対
「
集
団
」

., カ
ッ
シ
ー
ナ
社
は
一
九
二
七
年
ミ
ラ
ノ
近
郊
の
町
メ
ー
ダ
に
「
ア
メ
デ
オ
・
カ
ッ

の
デ
ザ
イ
ン

人
文
主
義
の
伝
統
が
現
在
も
続
い
て
い
る
イ
タ
リ
ア
と
い
う
国
で
、
「
集
団
」
対
「
集
団
」
の
デ
ザ
イ
ン
の
源
を
探
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、
時
代
を
遡
れ
ば
、
お
そ
ら
く
一
九
二

0
年
代
の
博
覧
会
の
時
代
が
ひ
と
つ
の
契
機
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
博
覧
会
と
い
う

も
の
が
、
そ
も
そ
も
「
国
」
対
「
国
」
と
い
う
「
集
団
」
が
「
集
団
」
に
対
し
て
お
披
露
目
を
す
る
世
界
規
模
の
か
ら
く
り
だ
っ
た
こ
と

を
思
え
ば
、
他
な
ら
ぬ
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
機
構
が
発
動
す
る
に
は
ま
た
と
な
い
機
会
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
に
お
け

る
「
デ
ザ
イ
ン
」
の
博
覧
会
は
、
一
九
二
三
年
に
モ
ン
ツ
ァ

M
o
n
z
a
で
開
催
さ
れ
た
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
が
最
初
期
の
も
の
と
し
て
挙
げ
ら

れ
、
こ
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
、
こ
れ
以
降
ミ
ラ
ノ
に
移
り
三
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ミ
ラ
ノ
・
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
前
身
と
し

て
歴
史
上
重
要
で
あ
る
。
他
の
博
覧
会
の
例
に
漏
れ
ず
、
イ
タ
リ
ア
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら
カ
ト
ラ
リ
ー
や
食
器
、

家
具
、
住
宅
な
ど
様
々
な
も
の
が
出
品
さ
れ
る
こ
の
催
し
は
、
こ
の
後
、
継
続
的
に
閲
催
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
博
覧
会
の
前
後
に
、
重
要
な
教
育
機
関
が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
二
二
年
、
博
覧
会
の
会
場
だ
っ
た
モ
ン
ツ
ア
に
美
術
産
業
高
等

学
校
Istituto
s
u
p
e
r
i
o
r
 p
e
r
 le industrie artistiche
が
設
立
さ
れ
て
い
る
円
。
英
語
の
「
art
」
と
「
i
n
d
u
s
t
r
y
」
が
結
び
つ
い
た
の
が
、
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図1I 

ミラノ・トリエンナーレ

（〈パラッツォ・デッラルテ））の正面人り口。

後ろの塔は、ジョ・ポンティ 《トッレ・リットーリア》(1933年）。

筆者撮影 (2012年）

イ
タ
リ
ア
語
の
「
美
術
産
業
industrie
artistiche
」

を
作
っ
た
の
は
、
ミ
ラ
ノ
1
1

モ
ン
ツ
ア
1
1

ウ
マ
ニ
タ
ー
リ
ア
連
合
C
o
n
s
o
r
z
i
o
M
i
l
a
n
o
'
 

M
o
n
z
a
,
U
m
a
n
i
t
a
r
i
a
で
あ
り
、
ウ
マ
ニ
タ
ー
リ
ア
協
会
Societa
U
m
a
n
i
t
a
r
i
a
が
そ
の
主
な

支
援
団
体
だ
っ
た
。

ウ
マ
ニ
タ
ー
リ
ア
協
会
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
協
会
は
、

に
プ
ロ
ス
ペ
ー
ロ
・
モ
イ
ゼ
・
ロ
ー
リ
ア
P
r
o
s
p
e
r
o
M
o
i
s
e
 L
o
r
i
a
 
(
一
八
一
四
ー
九
―
―
-
）
と

い
う
ひ
と
り
の
資
産
家
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
彼
は
労
働
者
階
級
の
様
々
な
問
題
に
関

心
を
持
ち
、
労
働
者
の
失
業
防
止
対
策
と
職
業
上
の
専
門
知
識
や
経
験
の
組
織
化
の
必
要

性
に
気
づ
き
、
営
利
団
体
や
救
済
団
体
と
し
て
で
は
な
く
、
学
校
と
し
て
、
恵
ま
れ
な
い

人
々
に
対
し
て
区
別
な
く
仕
事
の
世
話
や
支
援
、
教
育
を
施
す
な
ど
し
、
自
力
で
立
ち
直

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
と
い
う
目
的
で
こ
の
協
会
を
設
立
し
、
今
日
ま
で
存
続
し
て
い
る
。
ロ
ー
リ
ア
の
莫
大
な
資
金
に
よ

り
、
「
労
働
の
家
casa
di lavoro
」
が
設
立
さ
れ
、
失
業
対
策
の
事
務
所
と
共
に
、
技
術
や
手
仕
事
の
た
め
の
学
校
と
生
産
組
合
が
併
設

さ
れ
た
。
こ
の
学
校
は
二

0
世
紀
に
人
る
と
徐
々
に
体
制
が
整
い
、
一
―
歳
か
ら
一
四
歳
ま
で
の
子
供
を
対
象
に
三
年
の
間
、
大
工
、
鍛

冶
屋
、
機
械
工
、
銀
細
工
師
と
し
て
の
基
礎
を
理
論
的
、
技
術
的
に
教
え
る
よ
う
に
な
り
、
奨
学
金
制
度
も
設
け
て
い
た
。
第
一
次
大
戦

後
は
一
九
二
三
年
の
モ
ン
ツ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
閲
催
に
向
け
て
、
そ
の
支
え
と
な
る
応
用
芸
術
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
。

モ
ン
ツ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
、
ウ
マ
ニ
タ
ー
リ
ア
協
会
の
理
事
を
務
め
、
社
会
党
代
議
士
で
も
あ
っ
た
グ
イ
ド
・
マ
ラ
ン
ゴ
ー

ニ
G
u
i
d
o
M
a
r
a
n
g
o
n
i
 
(
一
八
七
ニ
ー
一
九
四
一
）
が
発
起
し
て
始
ま
っ
て
い
る
。
マ
ラ
ン
ゴ
ー
ニ
は
後
に
建
築
雑
誌
『
カ
ー
ザ
ベ
ッ
ラ

casabella
』
（
一
九
二
八
ー
）
を
創
刊
し
た
人
物
で
も
あ
り
、
こ
の
時
代
に
重
要
な
文
化
事
業
に
関
わ
っ
た
政
治
家
だ
っ
た
。
モ
ン
ツ
ァ
・

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
は
、
本
の
装
丁
や
カ
ト
ラ
リ
ー
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
、
舞
台
装
飾
、
陶
磁
器
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
他
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ

ア
、
ピ
エ
モ
ン
テ
、
ト
ス
カ
ー
ナ
な
ど
イ
タ
リ
ア
各
地
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
諸

外
国
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
[
P
]

。
一
九
二
五
年
、
一
九
二
七
年
、
一
九
三

0
年
の
計
四
回
、
モ
ン
ツ
ア
で
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
と
し
て
閲
催
さ
れ
た
後
、
ミ
ラ
ノ
に
建
築
家
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ム
ー
ツ
ィ
オ

G
i
o
v
a
n
n
i
M
u
z
i
o
 
(
一
八
九
一
―
-
|
―
九
八
二
）
に
よ
る

., 

と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
学
校

一
八
九
三
年
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パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
p
已
a
z
z
o
dell'arte
が
専
用
の
会
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た
一
九
三
三
年
よ
り
、
場
所
を
ミ
ラ
ノ
に
移
し
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
[
図

l
r
三
O
年
代
に
は
ム
ツ
ソ
リ

1
二
も
開
会
式
に
訪
れ
る
な
ど
国
家
規
模
の
催
し
だ
つ
た
o

最
後
の
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
は
一
九
八
五
年
に
開
催
さ
れ
、
こ
れ
以
後
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
は
美
術
館
に
変
わ
っ
て
現
在
に
至
る
。
一
方
、
一
九

六
一
年
に
ミ
ラ
ノ
・
サ
ロ
ー
ネ
の
第
一
回
が
開
催
さ
れ
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
日
。

ウ
マ
ニ
タ
ー
リ
ア
協
会
に
よ
る
美
術
産
業
高
等
学
校
の
学
校
名
に
見
ら
れ
る
「
art
」
と
「
industry
」
を
結
び
つ
け
た
言
葉
は
、
こ
れ

以
前
に
も
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
統
一
(
-
八
六
一
年
）
後
程
な
く
ト
リ
ノ
と
ミ
ラ
ノ
に
設
立
さ
れ
た
博
物
館
の
名
称
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ト

リ
ノ
に
は
一
八
六
三
年
に
工
業
応
用
美
術
市
立
博
物
館
il
m
u
s
e
o
 civico d'arte applicata all'industria
が
、
ミ
ラ
ノ
に
は
一
八
七

0

年
に
ミ
ラ
ノ
美
術
館
il
m
u
s
e
o
 artisitico 
di M
i
l
a
n
o
に
併
設
し
て
工
業
応
用
美
術
高
等
専
門
学
校
la
scuola superiole d'arte applicate 

all'industria
が
開
校
し
て
い
る
阿
。
ま
た
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二

0
世
紀
初
頭
に
か
け
て
様
々
な
美
術
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
中
で
、

『
イ
タ
リ
ア
装
飾
工
業
美
術
A
r
t
e
italiana decorative e
 industriale
』
は
一
八
九

0
年
に
創
刊
さ
れ
、
建
築
家
で
あ
り
ミ
ラ
ノ
の
ブ
レ
ラ
・

ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授
だ
っ
た
カ
ミ
ッ
ロ
・
ボ
イ
ト
C
目
已
lo
B
o
i
t
o
 
(
一
八
三
ハ
ー
一
九
一
四
）
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
な
り
、
編
集
者
ウ
ル
リ

コ
・
ホ
エ
プ
リ
U
l
r
i
c
o
H
o
e
p
l
i
 
(
一
八
四
七
ー
一
九
一
二
五
）
と
ベ
ル
ガ
モ
の
イ
タ
リ
ア
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
協
会
lstituto
italiano 

d'arti grafiche di B
e
r
g
a
m
o
の
共
同
発
行
に
よ
り
一
九
一

0
年
ま
で
続
い
た
。
英
語
の
「
a
p
p
l
i
e
d
arts
」「
decorative
arts
」
を
意
味
す
る

イ
タ
リ
ア
語
は
、
学
校
名
の
み
な
ら
ず
、
当
時
出
版
さ
れ
た
他
の
雑
誌
に
も
散
見
さ
れ
る
[
渭
〕
〇

モ
ン
ツ
ァ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
第
一
回
展
か
ら
出
品
し
、
第
四
回
展
か
ら
運
営
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
な
る
人
物
に
建
築
家
ジ
ョ
・
ポ

ン
テ
ィ

G
i
o
P
o
n
t
i
 
(
一
八
九
―
|
―
九
七
九
）
が
い
る
。
第
一
回
展
に
出
品
し
た
の
は
ポ
ン
テ
ィ
が
大
学
卒
業
後
初
め
て
携
わ
っ
た
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ノ
リ
社
の
陶
器
だ
っ
た
。
ポ
ン
テ
ィ
は
、
一
九
二
三
年
か
ら
同
社
の
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
合
‘ettore

artistico
と
し
て
陶
器
の
形
、
絵
柄
、
色
、
製
造
方
法
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
貢
献
し
、
博
覧
会
に
も
名
前

イ
タ
リ
ア
の
デ
パ
ー
ト
「
リ
ナ
シ
ェ
ン
テ
」
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

が
出
る
こ
と
に
な
っ
た

[
2
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ノ
リ
社
の
仕
事
を
機
に
、

ス
す
る
家
具
や
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
ラ
リ
ー
会
社
「
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ェ
ル
」

の
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
も
顆
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ー
ル
・
デ
コ
博
」
と
し
て
知
ら
れ
る
パ
リ
応
用
芸
術
博
覧
会
に
出
品
し
た
の
も
、

イ
ナ
ー
と
し
て
だ
っ
た
。
こ
の
博
覧
会
に
お
い
て
、

一
九
二
五
年

こ
う
し
た
会
社
の
製
品
デ
ザ

カ
ッ
サ
ン
ド
ル
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
得
し
、
ル
・
コ
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ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
《
エ
ス
プ
リ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
館
》
を
発
表
し
た
こ
の
と
き
、
ポ
ン
テ
ィ
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ノ
リ
社
の
陶
器
も
ま
た
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
て
い
る
。
そ
し
て
ポ
ン
テ
ィ
も
、
時
の
人
と
し
て
に
わ
か
に
注
目
を
集
め
る
に
至
る
。
一
方
で
、
ポ
ン
テ
ィ
は
建
築
家

と
し
て
も
こ
の
頃
か
ら
住
宅
建
築
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
始
め
、
一
九
三

0
年
代
に
は
大
企
業
モ
ン
テ
カ
テ
ィ
ー
ニ
社
の
本
社
ビ
ル
を
ミ
ラ

ノ
中
心
部
に
建
造
す
る
な
ど
、
建
築
家
と
し
て
も
「
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
」
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
り
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
評
価
を
得
て
い
く
。

ま
た
、
雑
誌
『
ド
ム
ス
』
(
-
九
二
八
ー
）
を
自
ら
創
刊
し
、
住
ま
い
や
イ
ン
テ
リ
ア
に
つ
い
て
の
論
考
や
紹
介
と
と
も
に
、
観
葉
食
物
や

料
理
レ
シ
ピ
ま
で
も
掲
載
し
て
、
イ
タ
リ
ア
風
の
素
敵
な
現
代
生
活
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
豊
か
な
人
間
ら
し
い

暮
ら
し
が
送
れ
る
の
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
紹
介
、
提
案
、
啓
蒙
す
る
よ
う
な
役
割
を
先
導
に
立
っ
て
果
た
し
て
い
っ
た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
、
建
築
家
と
し
て
、
博
覧
会
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
さ
ら
に
は
紺
集
者
と
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
働
き
に
働
き
、
ミ
ラ

ノ
で
彼
の
こ
と
を
知
ら
な
い
文
化
人
や
企
業
人
は
い
な
い
と
い
う
ま
で
に
な
っ
た
ポ
ン
テ
ィ
が
、
今

H
ま
で
名
だ
た
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
生

み
出
し
て
き
た
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
P
o
l
i
t
e
c
n
i
c
o
di M
i
l
a
n
o
建
築
学
部
の
教
授
に
就
任
す
る
の
が
一
九
三
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ポ
ン
テ
ィ

が
四
五
歳
を
迎
え
る
年
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
後
、
一
九
六
一
年
ま
で
四
半
世
紀
に
渡
っ
て
こ
こ
で
後
陣
の
指
導
に
当
た
る
こ
と
に

な
る
。

建
築
大
学
の
設
立

マ
ル
コ
・
ザ
ヌ
ー
ゾ
、
ガ
エ
・
ア
ウ
レ
ン
テ
ィ
、

ア
ル
ド
・
ロ
ッ
シ
、

レ
ン
ツ
ォ
・
ピ
ア
ー
ノ
な
ど
、
卸
々

た
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
建
築
家
を
輩
出
し
て
き
た
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
は
、
一
八
五
九
年
の
教
育
法
第
三
一

0
号
に
よ
っ
て
設
立
が
決
ま
り
、

一
八
六
二
年
の
勅
令
の
発
布
の
後
、
翌
一
八
六
三
年
か
ら
六
四
年
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
養
成
の
目
的
で
開
校
し
た
[
"
]
。
こ
の
間
、
一
八
六
一

年
に
、
イ
タ
リ
ア
統
一
が
な
さ
れ
、
首
都
を
ト
リ
ノ
に
置
い
た
イ
タ
リ
ア
王
国
が
誕
生
し
、
ミ
ラ
ノ
と
同
時
に
ト
リ
ノ
に
も
工
科
大
学
が

設
立
さ
れ
て
い
る
。

一
八
世
紀
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
支
配
下
に
あ
っ
た
時
代
か
ら
ミ
ラ
ノ
に
お
け
る
建
築
教
育
は
絵
画
や
彫
刻
と
並
行
し
て
ブ
レ
ラ
・
ア
カ

., 

マ
リ
オ
・
ベ
ッ
リ
ー
ニ
、
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デ
ミ
ー
A
c
c
a
d
e
m
i
a
di Belli Arti di B
r
e
r
a
が
行
な
っ
て
き
た
が
、
一
八
六
五
年
、
新
た
に
ミ
ラ
ノ
高
等
技
術
学
校
R.lstituto
tecnico 

superior di M
i
l
a
n
o
 
(
後
の
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
）
に
建
築
家
の
学
位
免
状
を
授
与
す
る
こ
と
が
同
年
の
教
育
法
第
一
四
条
の
改
定
に
よ
り
許
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
七
九
年
、
ブ
レ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
建
築
コ
ー
ス

il
c
o
r
s
o
 di architettura superiore
の
教
授
カ
ミ
ッ
ロ
・
ボ

イ
ト
は
、
高
等
技
術
学
校
の
純
正
力
学
、
基
礎
力
学
の
教
授
だ
っ
た
フ
ラ
ン
コ
・
ブ
リ
オ
ー
ス
キ
F
r
a
n
c
o
Brioschi 
(
一
八
二
四
ー
一
八
九

七
）
の
合
意
を
得
て
、
ブ
レ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
高
等
技
術
学
校
の
学
生
を
受
け
入
れ
、
双
方
で
協
力
し
て
建
築
家
を
育
成
し
て
い
く
。

こ
の
結
果
、
学
生
に
は
、
装
飾
、
人
物
像
、
美
術
史
、
遠
近
法
、
明
暗
法
、
彫
刻
を
学
び
に
通
う
こ
と
が
必
須
と
な
っ
た
。
一
九
〇
八

年
、
ボ
イ
ト
の
後
を
建
築
家
ガ
エ
タ
ー
ノ
・
モ
レ
ッ
テ
ィ

G
a
e
t
g
o
M
o
r
e
t
t
i
 
(
一
八
六
0

|
―
九
一
二
八
）
が
継
ぎ
、
彼
が
中
心
に
な
っ
て
両

方
の
学
生
を
教
え
て
い
っ
た
。

こ
の
後
、

一
九
二
六
年
の
法
律
改
定
に
よ
り
、
ブ
レ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
建
築
学
科
は
廃
止
さ
れ
、
一
九
三
一
年
の
法
律
で
定

め
ら
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
大
学
に
お
け
る
建
築
学
部
設
立
へ
と
続
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
建
築
学
部
は
、
工
学
部
の

横
に
場
所
を
定
め
、
ブ
レ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授
だ
っ
た
ガ
エ
タ
ー
ノ
・
モ
レ
ッ
テ
ィ
が
初
代
学
部
長
と
な
っ
た
。

ジ
ョ
・
ポ
ン
テ
ィ
は
、
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
建
築
学
部
が
誕
生
し
て
程
な
く
、
一
九
三
六
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
の
際
に
招
聘
さ
れ
た

教
授
だ
っ
た
。
ポ
ン
テ
ィ
は
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
の
前
身
、
ミ
ラ
ノ
高
等
技
術
学
校
出
身
で
あ
り
、
最
初
の
学
部
長
モ
レ
ッ
テ
ィ
に
と
っ
て

は
教
え
子
に
あ
た
る
。
モ
レ
ッ
テ
ィ
の
時
代
に
、
ブ
レ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
建
築
専
攻
に
一
九

0
九
年
に
入
学
し
た
の
が
サ
ン
テ
リ
ー
ア

A
n
t
o
n
i
o
 Sant'Elia 
(
一
八
八
八
ー
一
九
一
六
）
で
あ
り
、
ミ
ラ
ノ
高
等
技
術
学
校
建
築
科
に
一
九
―
一
年
に
入
学
し
た
の
が
ポ
ン
テ
ィ
だ
っ

た
阿
。
フ
ァ
イ
ン
・
ア
ー
ト
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で
並
行
し
て
建
築
教
育
を
受
け
た
こ
と
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ノ
リ
の
陶
器
や
リ
ナ
シ
ェ
ン

テ
・
デ
パ
ー
ト
の
た
め
の
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
、
『
ド
ム
ス
』
誌
に
お
い
て
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
特
集
を
組
む
な
ど
「
総
合
芸
術
」
と

し
て
建
築
に
取
り
組
ん
で
き
た
姿
勢
は
、
そ
の
教
育
内
容
に
も
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

彼
が
着
任
当
初
の
一
九
三
六
年
か
ら
六
一
年
ま
で
担
当
し
た
学
科
に
「
室
内
建
築
Architettura
degli lnterni
」
が
あ
る
邑
。
部
屋
の

中
の
タ
イ
ル
、
壁
紙
、
カ
ー
テ
ン
、
ソ
フ
ァ
ー
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
テ
ー
ブ
ル
は
、
ど
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
か
、
素
材
、
色
、
形
を
総

合
的
に
計
画
す
る
よ
う
な
授
業
で
あ
り
、
「
イ
ン
テ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
の
講
義
と
演
習
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
[
図
凸
o

ポ

ン
テ
ィ
自
身
、
内
装
の
素
材
に
は
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
彼
が
手
が
け
た
住
宅
建
築
の
パ
ヴ
ィ
メ
ン
ト
（
タ
イ
ル
）
や
カ
ー
テ
ン
、
ソ
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I図3

ジョ・ポンティ「建築を愛しなさい」

（初版1957年）表紙

., 

フ
ァ
ー
の
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ま
で
自
身
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
お
り
、
ま
た
、
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
の
講
義
棟
の
床
の
パ
ヴ
ィ
メ
ン
ト
の
組
み
合
わ

せ
も
、
彼
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
素
材
選
び
や
色
合
わ
せ
が
人
に
与
え
る
影
響
を
、
ポ
ン
テ
ィ
は
里
要
視
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
内
装

の
み
な
ら
ず
、
建
築
の
外
装
に
も
及
び
、
晩
年
は
外
壁
の
タ
イ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に
創
意
を
凝
ら
し
た
。
建
築
を
成
り
立
た
せ
る
主
な
要
素

が
、
建
築
構
造
と
意
匠
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ポ
ン
テ
ィ
は
意
匠
に
秀
で
た
建
築
家
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
授
業
を
行
い
な
が
ら
、
ミ

ラ
ノ
市
内
に
集
合
住
宅
を
建
て
、
「
奇
跡
の
ミ
ラ
ノ
」
と
言
わ
れ
た
戦
後
高
度
成
長
時
代
の
一
九
五

0
年
代
の
ミ
ラ
ノ
に
お
い
て
、
新
た

な
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
企
業
家
と
の
見
事
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
手
掛
け
、
自
身
の
活
動
に
お
い
て
も
華
々
し

い
第
二
の
全
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。

ポ
ン
テ
ィ
の
残
し
た
建
築
教
育
の
著
書
と
し
て
、
最
も
重
要
な
の
が
『
建
築
を
愛
し
な
さ
い
』
（
初
版
一
九
五
七
年
）
と
い
う
三

0
0頁

に
も
及
ぶ
書
物
で
あ
る
[
図

3
r
ポ
ど
ナ
イ
自
身
、
本
文
中
に
断
り
を
入
れ
て
い
る
よ
ぅ
に
、
完
成
さ
れ
た
教
育
書
や
思
想
書
と
い
う
ょ

り
は
、
建
築
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
ポ
ン
テ
ィ
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
思
う
ま
ま
に
書
き
綴
っ
た
も
の
を
一
冊
に
し
た
、
と

い
う
よ
う
な
書
籍
で
あ
る
。
建
築
だ
け
で
な
く
、
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン

d
i
s
e
g
n
o
industriale
」
の
項
も
あ
り
、
そ
こ
に
次

の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

美
し
い
も
の
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
審
美
眼
に
責
任
の
な
い
《
公
衆
の
好
み
》
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
統
計
、
調
査
研
究
を
通
じ
て
、
こ
の
美
に
達
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
幸
運
な
直
感
、
本
質
的
な
も
の
に
向
か
う
才
能
を
通
し
て
、
芸
術
家
の
よ
う
に
、
孤
独

の
内
に
到
達
す
る
も
の
な
の
で
す
。
美
し
い
か
た
ち
は
、
た
だ
こ
う
し
て
発
生
し
て
い
く
の
で

す
0

[
;
'
]
 

こ
こ
で
ポ
ン
テ
ィ
は
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
、
企
業
と
い
う
組
織
「
集
団
」
か

ら
依
頼
を
受
け
た
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
一
個
人
の
創
造
力
に
よ
っ
て
で
し
か
美
し
い
も
の
は
生
み
出

せ
な
い
、
と
潔
い
く
ら
い
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
、
教
育
、

と
い
う
も
の
は
、
誰
で
も
そ
れ
を
学
べ
ば
、
あ
る
程
度
一
様
に
同
じ
成
果
が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
共
通
認
識
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
皆
が
学
ぶ
べ
き
教
義
を
書
い
た
も
の
と
し
て
、
教
科
書
と
い
う
普
遍
的
な
書
物
が
登
場
す
る
。

例
え
ば
同
じ
デ
ザ
イ
ン
教
育
の
書
籍
に
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
『
教
育
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
』
(
-
九
二
五
年
）
が
あ
る
邑
。
こ
こ
で
は
、
豊
富
な

図
を
使
っ
て
、
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
い
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
後
現
代
に
至
る
ま
で
、
ド
イ
ツ
国
内
外
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
芸

術
家
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。
色
彩
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
は
、
色
彩
に
対
す
る
人
々
一
般
の
感
情
的
な
動
き
が
ま
ず
ス
キ
ー

ム
で
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
ゲ
ー
テ
の
色
彩
論
で
も
述
べ
ら
れ
た
過
去
の
色
彩
に
対
す
る
教
義
を
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に

対
し
て
、
我
々
（
バ
ウ
ハ
ウ
ス
）
が
よ
り
新
た
な
知
見
で
以
っ
て
論
理
的
に
突
き
詰
め
る
と
、
別
の
新
し
い
ス
キ
ー
ム
（
色
彩
球
）
に
至
る

と
い
う
こ
と
が
段
階
を
追
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
く
。
現
代
に
お
い
て
人
類
全
て
が
従
う
べ
き
新
し
い
教
義
、
絶
対
的
な
真
理
の
発
見
と
し

て
、
力
強
く
提
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
ポ
ン
テ
ィ
の
文
章
は
い
く
つ
も
の
短
文
か
ら
成
る
断
片
の
つ
な
が
り
で
、
「
眼
は
た
く
さ
ん
の
も
の
を
見
す
ぎ
て
疲
れ
て
い

ま
す
」
[
市
〕
と
述
ぺ
て
ヽ
図
版
を
あ
ま
り
入
れ
ず
ヽ
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
の
イ
ラ
ス
ト
を
少
し
ば
か
り
掲
載
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
o

三

O
O頁

の
中
に
、
白
い
紙
の
間
に
赤
、
緑
、
黄
色
、
ピ
ン
ク
、
タ
ー
コ
イ
ズ
ブ
ル
ー
な
ど
の
色
と
り
ど
り
の
色
紙
を
挟
ん
で
、
そ
こ
に
文
章
が

綴
ら
れ
て
い
く
。
文
章
そ
の
も
の
は
と
り
と
め
が
な
く
、
色
が
変
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
断
片
を
上
手
く
構
成
す
る
の
に
合
っ
て
い

て
、
全
体
と
し
て
「
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
と
い
う
よ
う
な
体
裁
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
「
建
築
は
結
晶
で
あ
る
」
「
床
は
定
理
で
あ
る
」
「
オ

ベ
リ
ス
ク
は
謎
で
あ
る
」
「
階
段
は
深
淵
で
あ
る
」
「
窓
は
透
明
な
も
の
で
あ
る
（
眺
望
で
あ
り
、
人
生
で
あ
る
）
」
「
部
屋
は
ひ
と
つ
の
世
界

で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
、
詩
の
よ
う
な
文
句
が
続
く
箇
所
も
あ
る
。
全
体
と
し
て
、
短
文
集
、
エ
ッ
セ
イ
と
い
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受

け
る
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
は
対
照
的
な
本
で
あ
り
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
的
な
も
の
を
求
め
読
み
進
め
る
と
、
頭
を
抱
え
た
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
摩
天
楼
」
「
街
路
」
「
フ
ァ
サ
ー
ド
」
な
ど
個
別
の
建
築
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
節
を
分
け
て
述
べ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
本
書
に

通
底
し
て
い
る
の
は
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
心
情
で
あ
り
、
建
築
を
愛
し
、
祖
国
を
愛
し
、
己
の
好
き
な
建
築
形
態
を
見
つ
け
ろ
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
だ
学
生
は
、
従
う
べ
き
何
か
で
は
な
く
、
自
分
は
自
分
の
大
事
な
も
の
を
見
つ
け
て
、
自
分
で
考
え
て

や
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
説
か
れ
続
け
、
結
果
、
突
き
放
さ
れ
、
自
立
を
促
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
教
義
は
、
全
体
が
従
う
べ
き
ひ
と
つ
の
真
理
が
新
し
く
見
つ
か
っ
た
か
ら
、
全
体
は
そ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
る
、
そ
れ

., 
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に
従
え
ば
、
皆
が
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
「
集
団
」
対
「
集
団
」
の
図
式
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。

方
、
ポ
ン
テ
ィ
の
方
は
、
あ
く
ま
で
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
「
一
個
人
」
の
ま
ま
だ
。
こ
こ
で
は
「
一
個
人
」
対
「
集
団
」
と
い
う
図
式
が
生

じ
て
お
り
、
本
稿
で
前
提
と
し
て
き
た
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
機
構
と
の
凱
齢
が
生
じ
て
く
る
。
優
れ
た
美
し
い
も
の
を
生
み
出
す
と
い

う
こ
と
は
、
「
一
個
人
」
が
行
う
も
の
で
あ
り
、
各
々
が
自
ら
の
頭
で
答
え
を
見
出
し
そ
れ
に
従
っ
て
行
け
ば
よ
い
、
と
す
る
思
想
は
、

近
代
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
有
り
方
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
図
式
は
、
人
文
主
義
と
文
化
を
背
景
と
し
た

「
芸
術
」
を
生
み
出
す
構
造
と
、
文
明
を
背
景
と
す
る
「
デ
ザ
イ
ン
」
の
間
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
噛
み
合
わ
な
い
構
造
こ
そ
が
、
イ
タ

リ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
を
画
一
化
さ
れ
な
い
個
性
的
な
も
の
に
し
て
い
る
教
育
原
理
に
他
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
デ
ザ
イ
ン
」

の
語
源
で
あ
る
「
デ
イ
セ
ー
ニ
ョ

d
i
s
e
g
n
o
」
は
、
ひ
と
り
で
行
う
デ
ッ
サ
ン
や
製
図
の
こ
と
を
い
う
。
ラ
テ
ン
語
を
源

と
す
る
男
性
名
詞
の
現
代
イ
タ
リ
ア
語
で
あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
す
ら
、
そ
の
全
盛
の
時
代
か
ら
「
デ
ィ

近
に
な
り
、

セ
ー
ニ
ョ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ー
レ
」
と
長
く
言
い
続
け
て
き
た
こ
の
国
で
、
本
当
に
ご
く
近
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
「
デ
ザ
イ
ン
」
と

い
う
言
葉
を
使
い
始
め
た
の
は
な
ぜ
か
。
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
に
デ
ザ
イ
ン
学
部
が
独
立
し
た
の
は
、
一
九
九
三
年
に
学
科
が
出
来
た
後
程

な
く
、
ち
ょ
う
ど
二

0
0
0年
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
迎
え
た
年
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ラ
バ
ス
を
見
る
と
、
「
D
e
s
i
g
n
」
は
学
部
名

に
冠
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
授
業
科
目
に
は
、
「
d
i
s
e
g
n
o

(
デ
イ
セ
ー
ニ
ョ
）
」
（
デ
ッ
サ
ン
）
、
「
氏
s
e
g
n
o
industriale 
(
デ
イ
セ
ー
ニ
ョ
・
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ー
レ
）
」
（
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
）
、
「
d
i
s
e
g
n
o
a
u
t
o
m
a
t
i
c
o
 
(
デ
イ
セ
ー
ニ
ョ
・
ア
ウ
ト
マ
ー
テ
ィ
コ
）
」
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
デ
ザ
イ

ン
）
」
な
ど
が
並
び
、
「
d
e
s
i
g
n
」
と
名
の
つ
く
授
業
名
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
邑
゜

ミ
ケ
ー
レ
・
デ
・
ル
ッ
キ
が
今
な
お
「
ア
ル
テ
イ
ジ
ャ
ナ
ー
ト
」
と
言
い
続
け
る
手
仕
事
を
重
ん
じ
る
イ
タ
リ
ア
と
い
う
国
が
、
ミ
レ

ニ
ア
ム
を
迎
え
た
か
ら
と
て
、
そ
う
簡
単
に
変
わ
っ
た
よ
う
に
は
私
に
は
思
わ
れ
な
い
。
変
わ
っ
た
と
す
れ
ば
、
今
日
、
海
外
旅
行
が
身

ど
こ
か
ら
も
気
軽
に
海
外
に
行
っ
て
学
べ
る
時
代
へ
の
転
換
の
中
で
、
イ
タ
リ
ア
に
対
し
、
「
デ
ザ
イ
ン
」
を
学
び
た
い
と

「
デ
イ
セ
ー
ニ
ョ
」

., 

の
国
の
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
虚
構
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欲
す
る
若
者
の
視
線
が
集
ま
り
、
各
国
か
ら
留
学
生
が
増
え
、
ミ
ラ
ノ
・
サ
ロ
ー
ネ
に
も
外
国
か
ら
の
出
品
が
増
加
し
、
観
光
客
の
集
ま

る
観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
時
勢
の
中
で
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
、
イ

タ
リ
ア
は
ど
ん
な
戦
略
を
と
る
べ
き
な
の
か
。

シ
ラ
バ
ス
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
イ
タ
リ
ア
語
と
並
ん
で
、
英
語
で
も
外
国
人
向
け
に
こ
の
学
部
の
紹
介
、
説
明
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ミ
ラ
ノ
が
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
的
中
心
地
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
世
界
中
か
ら
訪
れ
た
力
の
あ
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
働
き
、
多
く
の
若
者
が
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
、
仕
事
の
経
験
を
得
る
た
め
に
訪
れ
て
い
る
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
経
験
」
に

傍
点
を
振
っ
た
の
は
、
仕
事
を
イ
タ
リ
ア
に
求
め
る
の
は
難
し
い
か
ら
だ
。
ま
た
、
こ
ち
ら
は
イ
タ
リ
ア
語
で
の
学
部
紹
介
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
だ
が
、
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
一
九
五

0
年
代
か
ら
科
学
技
術
の
発
達
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

H
本
に
起
こ
り
隆
盛
し
、
近
年
に
は
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
で
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
述
べ
ら
れ
る
。
ミ
ラ
ノ
が
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
的
中
心
地
で
あ
る
云
々
の
説
明
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
数
十

年
の
間
に
人
口
増
加
が
予
測
さ
れ
て
い
る
国
の
名
前
が
並
ん
で
い
る
の
に
目
に
留
ま
る
。
外
向
き
と
内
向
き
の
説
明
は
使
い
分
け
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
分
析
す
れ
ば
、
こ
の
デ
ザ
イ
ン
学
部
が
、
国
内
に
向
け
て
は
「
デ
ザ
イ
ン
」
の
世
界
的
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
が
り
を
喧
伝

し
、
同
時
に
、
国
外
に
向
け
て
は
、
「
デ
ザ
イ
ン
教
育
」
と
い
う
新
た
な
世
界
的
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
据
え
、
ミ
ラ
ノ
が
デ
ザ
イ
ン
都
市
で

あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
は
、
少
し
託
ち
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

ミ
ラ
ノ
に
あ
る
国
立
大
学
が
「
デ
ザ
イ
ン
」
学
部
を
設
立
し
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
、
イ
タ
リ
ア
が
外
か
ら
内
に
向
け
ら
れ
る
視
線
を

意
識
し
た
上
で
打
ち
出
し
た
戦
略
と
し
て
、
誠
に
秀
逸
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
が
あ
く
ま
で
も
功
利
的
思
惑
で
も
っ
て
、

「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
言
葉
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
吸
い
込
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
し
た
た
か
に
「
デ
ザ
イ
ン
」
を
呑
み
込
ん
だ
よ
う
に

思
え
て
な
ら
な
い
。

平
井
直
子
（
ひ
ら
い
・
な
お
こ
）

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
主
任
学
芸
員
。
専
門
は
、
デ
ザ
イ
ン
史
、
西
洋
美
術
史
、
博
物
館
学
。

., 
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., 

栗
田
勇
「
都
市
と
デ
ザ
イ
ン
』
（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
六
五
年
）
。

「
対
談
ミ
ケ
ー
レ
・
デ
・
ル
ッ
キ
X
深
澤
直
人
」
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
二

0
一
六
年
―
一
月
二
日
に
際
し
て
。

I
r
e
n
e
 d
e
 Guttry, M
a
r
i
a
 P
a
o
l
a
 M
a
i
n
o
,
 I! m
o
b
i
l
e
 italiano degli a
n
n
i
 Q
u
a
r
a
n
t
a
 e
 Ci
n
q
u
a
n
t
a
 (Editori Laterza, 1
9
9
2
)
,
 130・ 

M
.
C
r
i
s
t
i
n
a
 Tonelli M
i
c
h
a
i
l
,
 I! D
e
s
蓉
m
I
i
邑
a
1
9
2
5
/
4
3
 (Editori Laterza, 1987), 1,7.
こ
の
後
に
続
く
ウ
マ
タ
ー
リ
ア
協
会
に
つ
い
て
の
説
明
も
こ
の
文
献
に
よ
る
。

D
a
r
i
o
 M
a
r
c
h
e
s
o
n
i
(
a
 c
u
r
a
 di), L
a
 triennale di M
i
l
a
n
o
 e
 il palazzo dell'arte (Electa, 1985). 

A
n
t
y
 P
a
n
s
e
r
a
,
 G
u
i
d
a
 all'architettura m
o
d
e
r
n

こl
desigき
d
e
l
m
o
h
i
l
e
t
t
d
l
き
10
奇
[
1
9
4
6
a
 oggi (Editori Laterza, 1990), 37. 

I
r
e
n
e
 d
e
 Guttry, M
a
r
i
a
 P
a
o
l
a
 M
a
i
n
o
,
 Il m
o
b
i
l
e
 liberty ital
昔
0
(
E
d
itori Laterza, 1
9
8
3
)
,
 3. 

「
近
代
装
飾
美
術
L
'
A
r
t
e
d
e
c
o
r
a
t
i
v
e
 m
o
d
e
r
n
a
』
カ
ミ
ッ
ラ
・
エ
・
ベ
ル
ト
レ
ー
オ

C
a
m
i
l
l
a
e
 Be
r
t
o
l
e
o
 (
ト
リ
ノ
）
社
発
行
、
1
9
0
2
'
l
l
年
、
「
家
＂
近
代
住
居
の
美
学
、
装
飾
、

管
理
L
a
C
a
s
a
"
d
i
 estetica, d
e
c
o
r
o
 e
 go
v
e
r
n
o
 dell'abitazione m

o
d
e
r
n
a
』
ノ
ヴ
ィ
ッ
シ
マ

N
o
v
i
s
s
i
m
a
社
（
ロ
ー
マ
）
発
行
、

1
9
0
8
,
1
3
年
な
ど
。

ポ
ン
テ
ィ
の
陶
器
や
ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ
、
役
割
な
ど
に
つ
い
て
は

G
~
o
P
o
n
t
i
 alla m
ミミ，
t
t
u
r
:
dこ
V
o
c
c
i
a
(
S
u
g
a
r
c
o
s
e
 Edizioni, 1982), U
g
o
 L
a
 Pietra (a 
c
u
r
a
 di), 

G
i
a
 P
o
n
t
i
 (Rizzoli, 1
9
9
5
)
,
 C
a
r
l
a
 Cerytti, A
r
t
i
 D
e
c
o
r
a
t
i
v
e
 d
e
!
 N
o
v
e
c
e
n
t
o
:
 A
r
t
 D
e
c
o
 (Istituto G
e
o
g
r
a
f
i
c
o
 d
e
 Agostini, 1985), 32.
を
琴
ク
照
さ
れ
た
い
。

Ilceniemミ
m
o
d
e
l
p
o
l
i
[
e
g
~
c
o
di M
i
ぎ
0.'1

恩
'
1
9
6
3
(
T
a
m
b
u
r
i
n
i
,
 1964), 1
3
7
及
び
5
0
4
,
5
0
7
.
続
く
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
の
設
立
に
関
す
る
記
述
も
こ
の
文
献
に
よ
る
。

サ
ン
テ
リ
ー
ア
の
ブ
レ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
時
代
に
つ
い
て
は
E
s
t
h
e
r
d
a
 C
o
s
t
a
 M
e
y
e
r
,
 T
h
e
 W
o
r
k
 o
f
 An
t
o
n
i
o
 Sant'Elia: R
e
t
r
e
a
t
 into the F
u
t
u
r
e
 (
Y
a
l
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 

Press, 1
9
9
5
)
,
1
9
,
2
5
・
ポ
ン
テ
ィ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
A
n
n
e
g
r
e
t
B
u
r
g
,
 N
o
v
e
c
e
n
t
o
 M
i
l
a
n
e
s
e
 (
F
e
d
e
r
i
c
o
 M
o
t
t
a
,
 1991), 2
0
2
,
2
0
4
.
に
詳
し
い
。

A
m
e
d
e
o
 Zilioli, G
i
o
 P
o
n
t
i、
Il
progetto c
o
m
e
 i
n
s
e
g
n
a
m
e
n
t
o
"
I
l
c
o
n
t
m
b
u
t
o
d
l
l
?
c
o
s
t
r
u
咎
謎
d
e
l
u
d
m
1
l
m
?
i
i
m
t
e
r
ミ
（
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
ド
ク
タ
ー
論
文
、

1
9
9
4
/
1
9
9
5

年
度
）

G
i
o
 P
o
n
t
i
,
 A
m
a
t
e
 !'arch
翌
[
u
m
(
M
i
l
a
n
o
,
Rizzoli, 2
0
0
8
)
,
 1
8
6
,
1
8
7
.
ミ
ラ
ノ
で
発
行
さ
れ
た
こ
の
書
籍
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
完
全
リ
プ
リ
ン
ト
版
と
し
て
、
二

0
0
八

年
に
出
版
。
邦
訳
は
大
石
敏
雄
訳
に
よ
り
「
建
築
を
愛
し
な
さ
い
』
(
-
九
六
二
年
、
み
す
ず
書
房
）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
装
丁
は
現
物
と
異
な
る
。

P
a
u
l
 Klee, Piidagogisches S
k
i
z
z
e
n
b
u
c
h
 (
A
l
b
e
r
t
 L
a
n
g
e
n
,
 1
9
2
5
;
 repr・, G
e
h
r
.
 M
a
n
n
,
 2
0
0
3
)
,
 5
0
,
5
1
.
 

G
i
o
 P
o
n
t
i
,
 ibid., 
IX. 

G
苔
i
t
i
e
l
l
o
s
t
u
d
e
n
t
e
き

.
a
.
2
0
0
2
,
2
0
0
3
Facolta del D
e
s
i
g
n
 III Facolta di Architettura C
o
r
s
o
 di L
a
u
r
e
a
 in D
i
s
e
g
n
o
 Industurzale (2002)・ 

註




